
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
2 0 2 3 年 9 月 1 日 

槇島ひいらぎこども園 

園 長  宇 野  智 子 
９月号 

まだまだ残暑が続きますが、幾分過ごしやすい日が増えてきました。元気いっぱいの夏を過ごした子

どもたち。夏の疲れが出やすくなる時期なので、ゆっくりお風呂に入り、たっぷり睡眠をとるなどして、

体調を崩さないように気を付けましょう。 

乳幼児の予防接種も忘れずに受けてくださいね。 

※年長児さんは小学校就学前までに麻疹・風疹の定期接種(МＲ第２期)を忘れずに受けてください。 

9月1日は防災の日、9月9日は救急の日です。もしもの時に備え非常食や水、ラジオ、懐中電灯等を用意して

おきましょう。また、お子さんにも火事や地震が起こったらどのように行動すべきか、煙を吸わずに逃げる方

法や地震の時は机の下に隠れるなど、日頃からお家でも繰り返し話していただき緊急時に備えるようにしまし

ょう。9月1日は園で避難時を想定して、おやつに非常食クッキー(アレルギーフリー)を食べる予定です。 

おうちの中にも事故やけがを招く危険な物がたくさんあります。事故を

防ぐために、確認をしてみましょう。 

・子どもの手の届く場所に置いてはいけないもの 

（薬、洗剤、たばこ、ライター、ポット、炊飯器、包丁などの刃物、ボタン電池・針、子ど

もが飲み込める大きさのもの） 

 ※ボタン電池は、消化管の壁が溶けて穴があいてしまい重症になるケースがあります。 

間違って飲み込んだ場合は、すぐに医療機関を受診してください。 

・転落の危険があるため、踏み台になる物はベランダに置かない。 

・感電する危険があるため、コンセントには子どもが触れないようにする。 

・窒息の危険があるため、遊び食べに注意する。 

・溺水の危険があるため、浴室には子ども１人で勝手に入れないよう工夫する。 

 

・＃８０００(小児救急電話相談)を活用しましょう。夜間や休日の診療時間外の子どもの急

な病気や怪我の対処に迷った時に、看護師または小児科医が電話でアドバイスします。 

相談時間：19：00～翌朝8：00(土曜日15：00～翌朝8：00) 1年365日（年中無休） 

 
 

災害に備えましょう 
 

 近年の異常気象で地震以外にも大雨や台風の被害 

が大きくなってきています。 

 

＜非常時の持ち出し品の準備＞ 

 リュックの中には非常時の持ち物を詰めておきま

しょう。 

 

＜避難する場所＞ 

 避難場所やそこまでの経路を確認しておきましょ

う。 

 

＜地震で倒れやすい物の確認＞ 

棚の上に置いてある物は下し倒れそうな物などは

固定するなどの工夫をしましょう。 

 

＜家族との連絡方法＞ 

はぐれた時の待ち合わせ場所や緊急連絡先は日頃

から話し合うようにしましょう。 

夏休みの間に眠る時間が遅くなったり、食事の時間が不規

則になったりしていませんでしたか？ 

 

かぜを引かない強い体をつくるために生活リズムを見直

しましょう。 

 

・早起きをし余裕をもって、朝ごはん、歯みがき、 

 トイレを済ませる 

 （朝食は必ず食べましょう） 

 

・シャワーだけでなく、ゆっくりとお風呂に入る 

 

・早寝を心がけ睡眠をしっかりとる 

 

・顔色や食欲など、普段から健康観察を細かく行う 

生活リズムの見直し 


